
＜プログラム＞ 
１．主催者挨拶と私たちの取り組みのご紹介 

 

２．基調講演   
明野ﾐｻﾜﾜｲﾅﾘｰの足跡  三澤茂計 （中央葡萄酒株式会社・代表取締役社長） 
日本のﾜｲﾝの現況と今後の展望  奥田徹 （山梨大学大学院総合研究部附属ﾜｲﾝ科学研究ｾﾝﾀｰ長） 

葡萄と放射能の関係 大瀬健嗣 （福島大学うつくしまふくしま未来支援ｾﾝﾀｰ放射線対策担当特任教授） 
 

３．パネルディスカッション  「福島の復興と新しい農業」 
コーディネーター  小沢喜仁 （福島大学・副学長） 
パネリスト 遠藤雄幸  （福島県川内村村長) 

横田純子 （特定非営利活動法人 素材広場 理事長） 

三澤茂計  
奥田徹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

JWIS福島復興ワインセミナー 
8 月 1 日（土） 
 13:30～16:30 
13:00～受付開始 

杉妻会館（百合の間） 
福島市杉妻町３－４５ 
福島駅から徒歩 10 分（市内循環バス「大町」下車、徒歩 5 分） 

 

セミナー参加費：500 円（事前申し込み要） 
 

 

17 時～ 懇親会（ｸﾞﾚｰｽﾜｲﾝ･ﾃｲｽﾃｨﾝｸﾞ含む）：4500 円（事前申し込み要） 
 

申し込み締め切り日 7 月 24 日（定員になり次第締め切らせて頂く場合がありますので、お早目にお申込み下さい） 

 お申込み・お問い合わせ先 日本葡萄酒革進協会(Japan Wine Innovation Society) 
セミナー事務局 E-Mail : inquiry@jwis.or.jp 

 

私たちは、地域の皆様とともに、福島県が将来、高品質な  
醸造用葡萄（ワイン）の産地となることを目指して活動を開始 
しました。本セミナーを通して、福島県内外の皆様方にぜひ   
ご理解を賜り、今後の協力と連携が拡がる機会となることを祈念
しています。どうぞお気軽にお越しいただきたくお願いいたします。 

第 1 回 

 


